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海に流れ出たプラスチックごみが世界的大

問題になっています。木・紙と違い細かい破

片になって何百年も分解されずに海を漂い、

マリアナ海溝の底に住む生物の体内からもマ

イクロプラスチックが見つかっています。イ

ワシの塩焼を内臓ごと食べる私はずいぶんプ

ラスチック片を食べていることでしょうし、

それは消化されず再び海に流れて行きます。

大量に使われるペットボトルの始末もその一

角、行政も回収に力を入れ、人々も協力して

います。 

再使用は困難なためリサイクルしようとす

るのですが、環境問題に熱心なヨーロッパで

もプラスチックのリサイクル率が 30％、米国

は９％どまり。ところが日本のリサイクル率

は 82％、そんなに立派？でしょうか。ある調

査によると、焼却 67％、リサイクル 25％、

埋め立て 8％とあります。 

焼却 67％の内 10％は普通に焼却ですが 

57％は発生した熱を利用したので熱リサイ

クル率に加算します。そこで 25＋57＝82％の

リサイクル。しかも廃プラとして輸出したも

のもリサイクルとカウントします。こんなの

世界では認められません。 

樹脂は使えば劣化するので、無理なリサイ

クルをせずに焼却したほうが良いと思いま

す。余りにも便利なプラスチックに慣れてし

まったけれど、もう反省の時。原料を木やコ

ーンなど生物由来の代替品の開発を加速すべ

きですし、使用そのものを減らす努力をすべ

きです。お茶は自宅で好みの葉にお湯を注ぎ

ましょう。子孫に健康な地球を残さなくては。 


